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1.  平成22年9月期第2四半期の連結業績（平成21年10月1日～平成22年3月31日） 

（注）22年９月期第２四半期及び21年９月期第２四半期の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益は、希薄化効果を有する株式が存在しないため記載し
ておりません。 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年9月期第2四半期 45,657 △2.9 4,815 153.3 4,858 165.4 3,062 403.0
21年9月期第2四半期 47,043 ― 1,901 ― 1,830 ― 608 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年9月期第2四半期 4,723.54 ―

21年9月期第2四半期 939.16 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年9月期第2四半期 71,788 31,744 40.0 44,318.93
21年9月期 67,291 31,579 38.2 39,687.65

（参考） 自己資本   22年9月期第2四半期  28,733百万円 21年9月期  25,731百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年9月期 ― ― ― 1,000.00 1,000.00
22年9月期 ― ―

22年9月期 
（予想）

― 1,700.00 1,700.00

3.  平成22年9月期の連結業績予想（平成21年10月1日～平成22年9月30日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 94,000 0.1 8,000 78.4 7,800 79.4 5,000 294.3 7,711.97
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4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  有  
除外  １社（社名 株式会社ネットプライスドットコム） 
（注）詳細は、５ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧ください。 

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
（注）詳細は、５ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧ください。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき当社グループで判断したものであり、リスクや不確定な要素等の要因が含まれており、実際
の成果や業績等は記載の見通しとは異なる可能性がございます。なお、上記業績予想に関する事項は、５ページ【定性的情報・財務諸表等】３.連結業績
予想に関する定性的情報をご覧ください。 

① 会計基準等の改正に伴う変更 無

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年9月期第2四半期 648,343株 21年9月期  648,343株

② 期末自己株式数 22年9月期第2四半期  ―株 21年9月期  ―株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年9月期第2四半期 648,343株 21年9月期第2四半期 648,343株
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【定性的情報・財務諸表等】 

１．連結経営成績に関する定性的情報 

㈱野村総合研究所の発表によりますと、平成21年の国内のインターネットビジネス市場（BtoC EC

（消費者向け電子商取引）を除く）は約1.7兆円まで拡大しており、平成22年には約1.9兆円、平成

24年には約2.4兆円に達するものと見込まれております。今後のインターネットビジネスは、ブログ、

ソーシャルネットワーキングサービスなど近年新しく台頭したサービスを基盤とし、コミュニティ

サービスやモバイルコンテンツ事業などの分野がますます拡大を続けていくものと予想されます。 

このような環境のもと、当社グループは、高収益なビジネスモデルを目指す中、注力事業である

Amebaを中心としたインターネットメディアのサービス拡充、インターネット広告代理事業における

生産性向上及び営業力強化に努めてまいりました。その一方で、「選択と集中」という観点から、

第１四半期連結会計期間に株式会社ネットプライスドットコム（以下「ネットプライス」という）

の株式を一部譲渡し、持分法適用関連会社とする等の事業ポートフォリオの見直しを行ってまいり

ました。 

この結果、当社グループの当第２四半期連結累計期間における売上高は、45,657百万円（前年同

期間47,043百万円、2.9％減少）でありましたが、ネットプライスを連結子会社から除外した影響を

除く増減率は、Ameba関連事業の順調な拡大等により13.3％の増加となりました。営業利益につきま

しては、Ameba関連事業の黒字転換及びインターネット広告代理事業の増収と生産性向上に伴う利益

拡大等により4,815百万円（前年同期間1,901百万円、153.3％増加）となり、経常利益は4,858百万

円（前年同期間1,830百万円、165.4％増加）となりました。四半期純利益につきましては、税金費

用等の計上により3,062百万円（前年同期間608百万円、403.0％増加）となりました。 

 

事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。 

①Ameba関連事業 

 Ameba関連事業には、Ameba、アメーバピグ、プーペガール、MicroAd等が属しております。 

 Amebaの平成22年３月の閲覧数は144.3億PVと前年同月の83.6億PVと比べて60.7億PV増と大幅に増

加しました。当事業におきましては、アメーバピグ等の課金及び広告収入が拡大したため、売上高

は4,629百万円（前年同期間2,465百万円、87.8％増加）、営業損益は940百万円の利益計上（前年同

期間478百万円の損失計上）となりました。 

  

②メディア関連事業 

 メディア関連事業には、㈱シーエー・モバイルグループを中心としたモバイル関連事業、㈱ECナ

ビにおける価格比較サイト、㈱ジークレストにおけるオンラインゲーム事業、㈱サイバーエージェ

ントFXにおける外国為替証拠金取引事業等が属しております。 

 当事業におきましては、ネットプライスを連結子会社から除外した影響により、売上高は20,083

百万円（前年同期間25,368百万円、20.8％減少）となりましたが、収益性の高い事業の貢献により、

営業損益は3,086百万円の利益計上（前年同期間2,411百万円の利益計上、28.0％増加）となりまし

た。 

  

③インターネット広告代理事業 

 インターネット広告代理事業には、当社インターネット広告事業本部を中心とした広告代理事業

やSEM（検索エンジンマーケティング）事業等が属しております。 

 当事業におきましては、インターネット広告市場が回復基調にある中、引き続き生産性の向上に

努めながら、顧客ニーズに沿った提案を行い、広告需要を着実に取り込んでまいりました。この結

果、売上高は23,592百万円（前年同期間21,079百万円、11.9％増加）、営業損益は1,028百万円の利

益計上（前年同期間158百万円の利益計上、549.4％増加）となりました。 
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④投資育成事業 

 投資育成事業には、当社におけるコーポレートベンチャーキャピタル事業、㈱サイバーエージェ

ント・インベストメントにおけるファンド運営等が属しており、キャピタルゲインを目的とした国

内及び中国をはじめとするアジア圏の有望なベンチャー企業の発掘・育成・価値創造等を行ってお

ります。 

 当事業におきましては、保有株式の売却等により、売上高は210百万円（前年同期間90百万円、

133.7％増加）、営業損益は240百万円の損失計上（前年同期間187百万円の損失計上）となりました。 

  

（注） 第１四半期連結累計期間より、セグメント情報における事業区分の変更を行っております。詳細に

つきましては、「(5) セグメント情報」をご参照下さい。 

 なお、上記事業の種類別セグメントの業績に記載している各事業のセグメントの売上高及び営業損

益の対前年同期間比は、前第２四半期連結累計期間の金額を当第２四半期連結累計期間と同一の事業

区分によった場合の金額に基づき算出しております。 

  

２．連結財政状態に関する定性的情報 

(１) 連結財政状態 

 当第２四半期連結会計期間末における総資産は71,788百万円（前連結会計年度比4,496百万円の増

加）となりました。これは、主に外国為替証拠金取引における預り資産残高の順調な増加に伴い外

国為替取引顧客預託金が増加したことによるものであります。 

 負債は40,044百万円（前連結会計年度比4,331百万円の増加）となりました。これは、主に外国為

替取引顧客預り証拠金が増加したことによるものであります。 

 純資産は31,744百万円（前連結会計年度比165百万円の増加）となりました。これは、主にネット

プライスの連結子会社からの除外に伴い少数株主持分が減少したこと及び堅調な営業活動の成果に

伴い利益剰余金が増加したことによるものであります。 

  

 

(２) キャッシュ・フローの状況 

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という）は、前連結

会計年度と比べて3,407百万円減少し、14,575百万円となりました。当第２四半期連結累計期間にお

ける各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

当第２四半期連結累計期間において営業活動の結果取得した資金は、3,661百万円となりました。

これは、主に利益の計上によるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

当第２四半期連結累計期間において投資活動の結果使用した資金は、7,111百万円となりました。

これは、主に連結子会社からの除外によりネットプライスが保有する資金（前連結会計年度末の資

金3,216百万円）が減少したこと及び関係会社株式を取得したことによるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

当第２四半期連結累計期間において財務活動の結果使用した資金は、52百万円となりました。こ

れは、主に配当金の支払及び長期借入金の増加によるものであります。 
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３．連結業績予想に関する定性的情報 

通期の連結業績予想に関しましては、注力事業であるAmebaにおいては会員数及びPV（閲覧）数の

増加に伴い広告及び課金収入が好調に推移し、インターネット広告代理事業においても回復基調に

あるインターネット広告市場の需要を確実に取り込んでいる等各事業とも順調に推移していること

から、下表のとおりとなるものと予想しております。なお、平成22年４月23日公表の予想数値から

変更しておりません。 

 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

22年9月期通期 

（予想） 

百万円

94,000

百万円

8,000

百万円 

7,800 

百万円

5,000

ネットプライスを除いた 

21年9月期実績 

百万円

80,756

百万円

4,206

百万円 

4,072 

百万円

1,180

増減率 16.4％ 90.2％ 91.5％ 323.5％

  

４．その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

第１四半期連結会計期間において、株式会社ネットプライスドットコムの株式を一部譲渡した

ことにより、同社及び同社子会社を連結の範囲から除外し、持分法適用の範囲に含めております。 

 

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

１．簡便な会計処理 

①一般債権の貸倒見積高の算定方法 

 当第２四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変

化がないと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定し

ております。 

②固定資産の減価償却費の算定方法 

 定率法を採用している固定資産の減価償却費については、連結会計年度に係る減価償却費の

額を期間按分して算定しております。 

 

２．四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

該当事項はありません。 

 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

該当事項はありません。 
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５．四半期連結財務諸表 
(1) 四半期連結貸借対照表 

(単位：百万円)

当第２四半期 
連結会計期間末 

(平成22年３月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 16,124 18,965

受取手形及び売掛金 11,818 10,728

有価証券 － 100

たな卸資産 189 581

営業投資有価証券 2,388 2,638

外国為替取引顧客預託金 18,377 13,816

外国為替取引顧客差金 4,212 5,467

その他 5,524 4,303

貸倒引当金 △75 △52

流動資産合計 58,559 56,549

固定資産   

有形固定資産 1,621 1,625

無形固定資産   

のれん 2,450 1,061

その他 2,410 2,061

無形固定資産合計 4,860 3,123

投資その他の資産   

その他 7,281 6,516

貸倒引当金 △535 △523

投資その他の資産合計 6,745 5,993

固定資産合計 13,228 10,741

資産合計 71,788 67,291

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 7,420 6,682

短期借入金 440 1,170

外国為替取引顧客預り証拠金 22,825 19,534

未払法人税等 1,815 1,137

ポイント引当金 454 490

その他 5,582 5,248

流動負債合計 38,537 34,263

固定負債   

社債 600 900

長期借入金 859 352

その他 46 196

固定負債合計 1,506 1,449

負債合計 40,044 35,712
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(単位：百万円)

当第２四半期 
連結会計期間末 

(平成22年３月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年９月30日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 6,771 6,771

資本剰余金 5,106 5,106

利益剰余金 15,950 13,536

株主資本合計 27,829 25,415

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 962 436

為替換算調整勘定 △58 △120

評価・換算差額等合計 904 316

新株予約権 9 13

少数株主持分 3,001 5,834

純資産合計 31,744 31,579

負債純資産合計 71,788 67,291
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(2) 四半期連結損益計算書 
第２四半期連結累計期間 

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年10月１日 
 至 平成21年３月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年10月１日 
 至 平成22年３月31日) 

売上高 47,043 45,657

売上原価 30,595 28,890

売上総利益 16,447 16,767

販売費及び一般管理費 14,546 11,951

営業利益 1,901 4,815

営業外収益   

受取利息 32 26

投資有価証券売却益 22 －

持分法による投資利益 19 30

その他 42 47

営業外収益合計 115 104

営業外費用   

支払利息 11 16

消費税等調整額 71 32

その他 103 13

営業外費用合計 186 62

経常利益 1,830 4,858

特別利益   

賞与引当金戻入額 20 －

関係会社株式売却益 － 447

受取補償金 35 －

その他 32 7

特別利益合計 87 454

特別損失   

固定資産除却損 112 102

投資有価証券評価損 88 133

減損損失 － 66

関係会社株式売却損 － 149

その他 58 209

特別損失合計 259 661

税金等調整前四半期純利益 1,658 4,651

法人税、住民税及び事業税 934 1,802

法人税等調整額 10 △294

法人税等合計 945 1,507

少数株主利益 104 81

四半期純利益 608 3,062
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年10月１日 
 至 平成21年３月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年10月１日 
 至 平成22年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 1,658 4,651

減価償却費 807 893

のれん償却額 185 151

減損損失 2 66

貸倒引当金の増減額（△は減少） 0 39

受取利息 △32 △26

支払利息 11 16

為替差損益（△は益） 17 69

固定資産除却損 112 102

投資有価証券売却損益（△は益） △18 －

投資有価証券評価損益（△は益） 121 143

持分法による投資損益（△は益） △19 △30

関係会社株式売却損益（△は益） － △297

受取補償金 △35 －

売上債権の増減額（△は増加） △678 △2,363

たな卸資産の増減額（△は増加） 13 △96

営業投資有価証券の増減額（△は増加） 66 261

仕入債務の増減額（△は減少） 435 1,729

未払金の増減額（△は減少） △1,572 321

未払消費税等の増減額（△は減少） △171 3

その他 1,624 △1,287

小計 2,529 4,347

利息及び配当金の受取額 35 28

利息の支払額 △9 △13

法人税等の支払額 △771 △701

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,784 3,661

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △380 △801

定期預金の払戻による収入 150 331

有形固定資産の取得による支出 △760 △678

無形固定資産の取得による支出 △754 △1,131

投資有価証券の取得による支出 △140 △63

投資有価証券の売却による収入 70 1

関係会社株式の取得による支出 △61 △2,523

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却による
支出

－ △2,373

敷金及び保証金の差入による支出 △193 △355

敷金及び保証金の回収による収入 － 799

貸付けによる支出 △24 △411

貸付金の回収による収入 10 221
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(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年10月１日 
 至 平成21年３月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年10月１日 
 至 平成22年３月31日) 

その他 59 △128

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,024 △7,111

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 530 70

長期借入れによる収入 600 1,100

長期借入金の返済による支出 △92 △362

社債の発行による収入 989 －

社債の償還による支出 △200 △100

配当金の支払額 △454 △651

少数株主への配当金の支払額 △345 △105

その他 － △2

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,027 △52

現金及び現金同等物に係る換算差額 △16 95

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 769 △3,407

現金及び現金同等物の期首残高 14,487 17,982

現金及び現金同等物の四半期末残高 15,257 14,575
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(4) 継続企業の前提に関する注記 

当第２四半期連結累計期間（自 平成21年10月１日 至 平成22年３月31日） 

該当事項はありません。 

  

(5) セグメント情報 

【事業の種類別セグメント情報】 

前第２四半期連結累計期間（自 平成20年10月１日 至 平成21年３月31日） 

 

メディア
（ブログ
関連） 

(百万円) 

メディア
（広告・課
金・コンテ
ンツ） 

(百万円)

メディア
（コマー
ス） 

(百万円)

インター
ネット広
告代理

(百万円)

投資育成

(百万円)

計 

(百万円) 

消去又は 
全社 

(百万円) 

連結 

(百万円)

売上高    

(1)外部顧客に対する
売上高 

1,771 14,953 9,298 20,929 90 47,043 (0) 47,043

(2)セグメント間の内
部売上高又は振替
高 

693 1,146 2 149 － 1,992 (1,992) －

計 2,465 16,100 9,300 21,079 90 49,036 (1,992) 47,043

営業利益又は営業損失
（△） 

△478 1,898 513 158 △187 1,904 (3) 1,901

(注) １ 事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

２ 各事業区分の内容 

(1) メディア（ブログ関連）事業 

「Ameba」及び｢アメーバピグ｣の運営、｢プーペガール｣の運営、｢MicroAd｣の運営、クチコミ事業等 

(2) メディア（広告・課金・コンテンツ）事業 

PC及びモバイルメディアの運営、オンラインゲーム事業、外国為替証拠金取引、コンテンツ提供等 

(3) メディア（コマース）事業 

オンラインショッピング事業、出版事業等 

(4) インターネット広告代理事業 

広告代理事業、SEM（検索エンジンマーケティング）事業、アドネットワーク事業、広告制作等 

(5) 投資育成事業 

コーポレートベンチャーキャピタルによる投資、ファンド運営等 

 

当第２四半期連結累計期間（自 平成21年10月１日 至 平成22年３月31日） 

 
Ameba関連 

(百万円) 

メディア関
連 

(百万円)

インターネ
ット広告代

理 

(百万円)

投資育成

(百万円)

計 

(百万円) 

消去又は 
全社 

(百万円) 

連結 

(百万円)

売上高    

(1)外部顧客に対する売
上高 

3,363 18,892 23,194 210 45,661 (3) 45,657

(2)セグメント間の内部
売上高又は振替高 

1,265 1,191 397 － 2,855 (2,855) －

計 4,629 20,083 23,592 210 48,516 (2,859) 45,657

営業利益又は営業損失
（△） 

940 3,086 1,028 △240 4,815 0 4,815

(注) １ 事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

２ 各事業区分の内容 

(1) Ameba関連事業 

Ameba、アメーバピグ、プーペガール、MicroAd、クチコミ事業等 

(2) メディア関連事業 

PC及びモバイルメディアの運営、オンラインゲーム事業、外国為替証拠金取引事業、EC事業等 
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(3) インターネット広告代理事業 

広告代理事業、SEM（検索エンジンマーケティング）事業、アドネットワーク事業、SEO等 

(4) 投資育成事業 

コーポレートベンチャーキャピタルによる投資、ファンド運営等 

３ 事業区分の変更について 

 従来、事業の種類別セグメントの区分につきましては、内部管理上の事業区分を基準として、「メ

ディア（ブログ関連）事業」、「メディア（広告・課金・コンテンツ）事業」、「メディア（コマー

ス）事業」、「インターネット広告代理事業」、「投資育成事業」に区分しておりました。 

 しかしながら、注力事業であるAmeba（従来のメディア（ブログ関連）事業）を中心とした高収益な

ビジネスモデルを目指す中、株式会社ネットプライスドットコム（従来のメディア（コマース）事

業）を持分法適用関連会社とし、株式会社ジークレスト（従来のメディア（広告・課金・コンテン

ツ）事業）を完全子会社にする等、「選択と集中」という観点から事業ポートフォリオの見直しを行

いました。 

 この結果、内部管理上の事業区分と従来の事業セグメントを整合させる必要が生じたため、前連結

会計年度まで区分掲記しておりました「メディア（コマース）事業」を「メディア（広告・課金・コ

ンテンツ）事業」に統合したうえで、「メディア（広告・課金・コンテンツ）事業」を「メディア関

連事業」に、「メディア（ブログ関連）事業」を「Ameba関連事業」にそれぞれ名称変更をいたしまし

た。 

 なお、前第２四半期連結累計期間のセグメント情報を、当第２四半期連結累計期間の事業区分の方

法により区分すると以下のとおりとなります。 

  

前第２四半期連結累計期間（自 平成20年10月１日 至 平成21年３月31日） 

 
Ameba関連 

(百万円) 

メディア関
連 

(百万円)

インターネ
ット広告代

理 

(百万円)

投資育成

(百万円)

計 

(百万円) 

消去又は 
全社 

(百万円) 

連結 

(百万円)

売上高    

(1)外部顧客に対する売
上高 

1,771 24,252 20,929 90 47,043 － 47,043

(2)セグメント間の内部
売上高又は振替高 

693 1,116 149 － 1,960 (1,960) －

計 2,465 25,368 21,079 90 49,003 (1,960) 47,043

営業利益又は営業損失
（△） 

△478 2,411 158 △187 1,904 (2) 1,901
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【所在地別セグメント情報】 

前第２四半期連結累計期間（自 平成20年10月１日 至 平成21年３月31日） 

本邦の売上高の金額は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90%超であるため、所在地別セグ

メントの記載を省略しております。 

 

当第２四半期連結累計期間（自 平成21年10月１日 至 平成22年３月31日） 

本邦の売上高の金額は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90%超であるため、所在地別セグ

メントの記載を省略しております。 

 

 

【海外売上高】 

前第２四半期連結累計期間（自 平成20年10月１日 至 平成21年３月31日） 

連結売上高の10%未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。 

  

当第２四半期連結累計期間（自 平成21年10月１日 至 平成22年３月31日） 

連結売上高の10%未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。 

 

 

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

該当事項はありません。 
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